
こどもDX推進に向けた官民連携について



Mission
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デジタル技術を集結し、
社会全体で子育てを支えるための環境整備を推進する
正会員は80社以上。スタートアップから大手事業者まで幅広いこどもDX事業者が参画
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官民連携での協同プラットフォーム実現に向けて

標準領域
国が定める領域

協調領域
業界団体などが定めた領域

競争領域
民間事業者などが行う領域

政府・東京都

こどもDX推進協会

民間事業者・施設等

目指す役割 避けるべき事態

仕様の標準化
(バックエンド)

最低限の
仕様の共通化
(ガイドライン)

創意工夫で
個別化

(インタフェース)

PF PF

独自の仕様が
多数乱立

収拾不能

•民間サービスと
連携できない
•標準仕様の社会
実装が進まない
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東京都との連携事業

子育て支援レジストリ

保活ワンストップシステム



API公開
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構造化・集約

◯◯補助金
◯◯支援金
◯◯クーポン

国

自治体

保護者接点を持つ
民間・公共サービス プッシュ

通知
子育て支援レジストリ

アプリで通知されるから、
利用できる補助の

もらいそびれがなくなる！

制度情報を集約し
オープンデータ化

　◯◯補助金　
　◯◯支援金

A区 B市 C町

リンク先からそのまま
電子申請ができる！配信効果の

効果測定 電子申請

◯◯補助金
◯◯支援金
◯◯クーポン

Govtech東京 民間アプリ（こどもDX推進協会）

・先行自治体選定＆自治体との窓口業務
・子育て支援情報の収集・構造化
・子育て支援レジストリのオープンデータ化（TDPF・API接続）　など

・レジストリの情報を活用したプッシュ配信の実装・運用に
　かかる総合調整（ベンダー募集・選定・実装支援など）
・APIの標準仕様の策定＆提言
・支援金・補助金のオンライン申請のスキーム検討など

「子育て支援レジストリ」の実装

政策への反映
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オンライン申請スマートフォンの
プッシュ通知

日常的に利用している
子育て支援アプリで告知

東京都の多様な子育て支援制度を、
必要な保護者に確実に届ける

〜子育て支援金のもらいそびれをゼロに〜
支給有無などを
確認し、対象者だ
けにプッシュ通知

例）子育て情報サイト「ママリ」

官民連携での構築イメージ例



保活に関わる保護者申請フロー　　　　自治体の業務フロー

役所相談 情報収集 見学予約 希望施設
決定 申請

審査 点数計算 割振 結果通知

結果受領

「保活」に伴う保護者の煩雑な役所相談〜園見学〜入園申請フロー、
並びに、自治体の審査〜割振決定までの業務フローをワンストップで

オンラインで
入所に関して
相談できる

専用アプリで
施設情報を
網羅的に検索

専用アプリで
Web予約
できる

専用アプリで
点数試算や
優先順位管理

できる

専用アプリで
オンライン
申請できる

専用アプリで
入所結果を
確認できる

申請内容を
システムが
自動審査
してくれる

申請内容から
点数が自動で
計算される

点数をもとに
AIが自動で
入所割振りを

実施

入所結果を
一斉通知
できる

相談受付

オンラインで
相談対応が
できる

保護者

市区町村

「保活ワンストップシステム」構想
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官民連携での構築イメージ例
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保活情報連携基盤（仮称）
複数の保育システムに掲載する施設情報を一元的に管理

保育ICTシステム

保護者

　　保育施設
　　（ICT導入）

　　   保育施設
　　      （ICT未導入）

マイナポータルAPI
「電子申請等API」を利用

民間電子申請API
民間各社と連携

ぴったりサービス 電子申請システム
（logoform等）

市区町村

閲覧・施設見学予約・入園申請
（好きなサービスにて）

・施設状況
・入園概要
・園見学可能時間
・空き枠

申請内容の送信
API連携

フェーズ1 フェーズ2

※民間競争領域

施設検索・予約時 入所申請時

保育施設
ベースレジストリ

・入園申請情報

毎日使うICTの中で閲覧

API連携
システムにログイン

して入力・閲覧

施設基本情報の
取得

民間の保活支援サービス

→審査・点数計算・割り振りへ


